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研究成果の概要（和文）：認知症の予防から終末期までの一連のケアの質向上のためのプログラムの実施、評価
を行った。
身体機能維持の水中運動として歩行能力の維持向上とバランス能力が重要であり、5年以上継続したものには精
神機能に効果が認められた。家族介護者相談は、未だ中等度の家族相談が多く、初期の相談システムの確立・構
築が必要である。施設における随伴症状への対応や個別的なケアの質は、配置されているケアマネージャーのキ
ャリア・職種による違いが認められ、キャリアの長い看護職の配置が必要と考えられた。終末期の生活への希望
や意向は、個々の高齢者が持っておりこれらを尊重したケアが重要である。

研究成果の概要（英文）：In this study we implemented and evaluated the program to improve the 
quality of care for situations encompassing features from dementia prevention to end of life care. 
It was established that maintaining and improving physical functions, particularly the ability to 
walk is important. 
The program was effective in sustaining the mental functioning of participants involved for 5 years 
or longer. The frequencies of consultation as requested by family caregivers were mostly for 
patients at moderate stages of dementia, suggesting the need to establish and create a consultation 
framework for patients who are at the early stages of dementia. The quality of care provided for 
patients at the facilities varied depending on the career and specialties of care managers employed,
 suggesting the necessity to involve nurses with long career. As the individual elderly patients 
have specific hopes and intentions for the terminal lives, it is important to provide care by 
respecting such intentions.

研究分野： 老年看護学
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１．研究開始当初の背景 
認知症看護におけるプログラム開発は、随

伴する特定の症状、介護者の知識と理解、 高
齢者の交流の促進など、限局した症状と看
護・家族介護者関係に焦点があてられてきた。 
認知症を持つ高齢者は人生という文脈上に
存在する人々であり、長期の病状経過に伴い
その体験世 界は初期から中期は複雑化し、
終末期に固定化する（阿保,2011）。このよう
に、認知症高齢者は生活者として継続的かつ
統合的な支援が不可欠であるにも関わらず、
ケアの継続と統合という観点からの介入プ
ログラムは未だ開発されていない現状にあ
った。 

 
２．研究の目的 
認知症予防から終末期ケアに至るまでの、

高齢者への個別的で質の高いケアを保障す
る地域参 画型の認知症トータルケアプログ
ラムを作成・実施し、プログラムの妥当性お
よび適切性を検討 することを目的とした。
トータルケアとは、認知症とともに生きる個
人を尊重しつつ長期の生活 過程に沿った継
続的かつ統合的なケアである。したがって、
認知症の病態像を踏まえ、地域特性 とそこ
に暮らす人々のニーズに密着することは欠
かせない。プログラム開発は 1）認知症予防
のための生活相談と身体機能維持、2）認知
症高齢者の個別の随伴症状への対応、3）認
知症高齢者の身体合併症予防と対応、4）家
族介護者支援およびケア提供者への教育的
支援、5）終末期にある認知症高齢者と家族
への支援という５つの観点から行った。 

 
３．研究の方法 
1）認知症予防を目的とした身体機能維持の
ための水中運動、ことに下肢の歩行能力、
バランス能力を中心とした 60 分の水中運
動を実施した。一年以上水中運動に継続し
て参加した高齢者 100 名の身体機能、精神
機能、認知機能を測定し、非運動群と比較
検討した。 

 
2）認知症高齢者の個別的なケアを検討する
目的で、48 項目からなる個別的なケアにつ
いて施設（グループホーム）の具体的なケ
ア内容の実施頻度を調査した。ケアの実施
頻度と内容は配置されているケアマネー
ジャーの職種、経験年数の異なるそれぞれ
の 2 群間で統計解析し、違いを明らかにし
た。 

 
3）身体合併症の予防と管理については、老
人保健施設におけるメチシリン耐性ブド
ウ球菌の分布とその性状について調査し
た。施設入所中の高齢者 25 名の鼻腔から
15 株のメチシリンブドウ球菌を分離し、保
有率とその性状を確認した。 

 
4）K 市地域包括支援センターの「もの忘れ

相談」に過去一年間に家族介護者から寄せ
られた相談内容について、時期、認知症高
齢者の状態、困りごとについて質的、量的
に検討した。 

 
5）要介護状態や認知症になった時に、それ
ぞれの高齢者はどのような希望や意向を
持っているのか K 市の高齢者 53 名を対象
にグループインタビューを行い質的帰納
的に分析した。 

 
４．研究成果 
上記 2.の 1）～5）の結果、以下のことが明
らかになった。 
 
1）  5 年以上水中運動を継続した高齢者群

は、運動非参加群に比べ、抑うつ傾向が
有意に低かった。また、下肢の運動機能
において、膝進展筋力の一部（利き足）、
足指把持力の一部（利き足）において水
中運動参加群は非参加群よりも有意に筋
力が高かった。バランス機能としての重
心動揺においては、有意差は認められな
かった。さらに、運動継続群は日常生活
において転ばずに「ズボンやスカートを
脱いだり来たりする」「混雑した場所を歩
く」「芝生や砂利の上などでこぼこした地
面を歩く」自信が運動非参加群よりも有
意に高かった。 
高齢者が水中運動プログラムを継続し

た効果として、精神機能の一部と下肢の
筋力、転ばずに生活動作を行う自信の一
部に効果が確認された。 
 

2）  施設における随伴症状への対応や個別
的なケアに関するケア実践は、配置され
ているケアマネージャーのキャリアが10
年以上の施設群は 10 年未満の施設群に
比べて 48 項目中 10 項目においてケア実
践頻度が有意に高かった。 
看護職ケアマネージャーの配置施設群

では、福祉系ケアマネージャー配置施設
群に比べて 48 項目中 30 項目のケア実践
頻度が有意に高かった。 
施設ケアの質向上に向けて、キャリアの
長い看護職のケアマネージャーの配置が
必要と考えられた。 
 

3）  身体合併症の予防と管理としてメチシ
リン耐性ブドウ球菌の分布とその性状を
確認した。その内訳は、メチシリン耐性
黄色ブドウ球菌（MRSA）が 2 株、メチシ
リン耐性表皮ブドウ球菌（MRSE）が 7株、
MRSE以外のメチシリン耐性コアグラーゼ
院生ブドウ球菌（MR-CNS）が 6 株で、こ
れらの高齢者では、MRSE を含む MR-CNS
が多く保有されていた。2 名の高齢者で
は鼻腔に複数菌株のメチシリン耐性ブド
ウ球菌を同時に保有していた。 
鼻腔内にメチシリン耐性菌を有してい



る人の割合は48％でありフィンランドや
米国の報告と比較した結果フィンランド
の 54％と類似していた。 
 

4）  家族介護者が、「最近目が離せなくなっ
た」「最近、特に気が休まらない」と感じ
ている家族介護者の主な困りごとは。「認
知症高齢者は「身だしなみに気を使わな
くなった」「夜中に起きだし、歩き回った
りする」「着替えやお風呂に入るのを嫌が
るようになった」という内容が有意に多
かった。 
家族介護者からの相談は、未だ中等度

の認知症高齢者の家族からの相談が多く、
初期の認知症高齢者の家族介護者からの
相談は少なかった。家族介護者が認知症
の初期に身近に相談できるサポートシス
テムの構築が必要である。 

 

 
5）  終末期の生活への希望や意向は、個々

の高齢者が持っていた。具体的には、『自
分が描く理想』『見えないこれからの自
分』『家族や周囲の人との関係における自
分』の 3カテゴリーが抽出され、【人生を
自分らしく生きたい】という生きる意思
を持ちつつ【自然に逝きたい】という自
分らしくあの世へ行きたいという気持ち
も抱いていた。 
高齢者は、終末期における生活と介護

への意向として『自分が描く理想』と『見
えないこれからの自分』の狭間でバラン
スをとりつつ『家族や周囲の人と関係に
おける自分を通して人との関係性や距離
感を推し量っていた。 
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